
freてtr。円fてゴOWrnar別解

2007 システムーLSI授 締大豊
System LSI TOChnology Out16ok

CureOrt-1,Ol10 38,000                     と ayer1 lconlev



塚卜 1第占続|ウ
ー
ネ|‐ムとも|めlP,■サィン/環境サポート

●第6編●第5章●

IP/システムLSi/システム

マブナデザインネット
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1.は じめに

マグナデザインネットは、2001年に設立 したデジタ
ル通信用LSI関連のスペシャリス ト企業である。デジタ
ル通信システムの中で特にoFDM(orthOgonal Frc―

quency DivttOn Multiplcx)を核として、各種IP ヵ スタ
ム設計 シ ステムボー ド LSIを 市
場に提供 している。

本稿では、加速的な市場拡大が

予想 される地上デジタル放送関連
を中心に当社の製品概要を紹介す
る。

2.ア プリケーション職応 の製品
当社は、デジタル通信分野にお

いて業界 トップクラスのLSIおよび
システム設計技術力を駆使 し、最
高性能を実現 した各種製品を市場
に提供している。以下にそれらの
概要を示す。

①地上デジタル放送関連のIP、
システムボー ドをラインナッ
プ (国内の各種方式に対応、
欧州V仕様の開発検討中)

② ダイバーシティ関連のシステ
ムボード、LSIをラインナップ

③無線LAN関 連のIP、システム
ボードの提供を開始中

3.プ ロダク トの概要
31 デ ジタルTv関連対応

表1に当社の地上デジタルTv関
連の対応一覧を示す。国内仕様の
ISDB― T(Intcgratcd service Digital

BrOadcasting Tcrrcstrial)で は、 13

セグメント (以下、フルセグ)、1

208 2007シ ステムLSI技術大全

表1 デ ジタル放送関連のテサ応一
覧

セグメント (以下、ワンセグ)、1/3セグメント (デジタ
ルラジオ対応)の 技術開発を完了 している。

フルセグとヮンセグについては、FPCA/RFシ ステム
ボー ド、IP、LSI(提 携先から市場へ提供)、ヵスタム
設計を市場に提供 している。

算i提供中、ci検討中)
務 寺 | ‐‐ ねい t i| れ ‐
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デジタル放送関連 システム製品

(a)フルをグ製品
FPGA/RFシ ステムポー ド

lb)フルセグ他小型製品
FPCA/RFシステムボー ド

フルセ グ対応のFPCA7RFシ ステムボー ド
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1/3セグメン トについては、FPGAシ ステムボー ド、

IP、カスタム設計を市場に提供 している。

また、 各種IP(FFT、 Reed Solomon Dccode、 Viterbi

Decodeなど)は 、論理合成可能なネットリス トおよび

RTLの 電子データを提供している。各種IPの提供物を

以下に示す。

①仕様書 (フアンクシヨン、タイミングチャート)

②ネットリス トまたはRTLの 電子データおよびその

検証のテストベクタ

③テスタ用ベクタ、システム評価ボード(オプシヨ

ン)

これらの各種IPは、いずれも各種デジタル通信用シ

ステムおよびLSIのキーテクノロジーとなるものであ

り、ユーザーにおいてそれらIPを有効に活用すること

で、高性能化されるシステム製品やLSI製品の開発期間

が大幅に短縮されるものである。

さらに当社は、欧州仕様の一般仕様DVB Tと 携帯仕

様DVB―Hの 開発を検討中である。

表2に当社のデジタル放送関連のシステム製品を示

す。フルセグのFPCA/RFシ ステムボー ドとワンセグお

写真2「 ONESEC―USB lJの 外観

表3 ダ イバーシテ イ製品一覧

表4 無 線LAN関 連の対応一覧

よび1′3セグメントのFPGAシ ステムボー ドを市場へ提

供している。

また、PC用 途のUSBモ ジュールでワンセグ対応

「ONESEG US3‐1」(写真2)の 製品化を行?て おり、今

後、フルセグ対応 「FULLSEG XXX l」 の製品化 も計

画 している。型名でXXXと なつているのは、インター

フ ェー ス が 、L I S B ・P C I ・ そ の他 の い ず れ とな るか が 未

定 の ためであ る。写真 1(a)は 、 フルセ グ対 応 の

FPGA/RFシ ステムボー ドである。基地局や損!定機器に

対応 してお り、これらの用途に必要な、各信号などの

モニタ機能が付加されている。写真1(b)は、フルセグ

他対応小型版のFPCA/RFシ ステムボー ドである。フル

セグ以外にもワンセグおよび1/3セグメントの機能搭載

を可能にしている。

これ らのFPGAシ ステムボー ドに格納 されている

OFDM仕 様は、ISDB―Tに準拠 しており、OFDM復 調器

のデータ出力は、MPEGの TSP(Transport Stream Pack

et)に対応 している。なお、OFDMは 当社独自の高性能

アルゴリズムを採用 し、移動体や電波悪環境下での受

信性能を最大限に強化 している。当社で実施 した市街

地および郊外での移動実験では、実使用において安定

した受信性能の結果を得ている。

ONESEG― USB Iは 、PCの USBコ ネクタに挿入可治をな

usBを 有 してお り、アンテナを接続することで安定 し

たヮンセグ放送を受信することができる。本モジユー

ルは、USBl l仕 様のフルスピー ドに対応 し、暗号化を

搭載 して、当社独 自の秘密鍵方式を採用 している。な

お、PC側 のブラウザとBMLの ソフトウエアは、提携先

ソフ トウェア会社より提供 している。

32 ダ イバーシテイ製品

表3に当社のダイバーシテイ製品

のライラナップを示す。LSIについ

ては 「AADC」 がすでに量産出荷

されている。AADCは 、移動体な

どの車載用途をターグツトとし、4

アンテナまで対応できる製品であ

る。XXXXは 、2アンテナ対応の製

品を開発検討中である。

当社のダイバーシテイ用のシリ

コンチューナモジユールとしては、

ワンセグ対応で2チヤネルの 「SI‐

RF‐2CH」、フルセグ対応で4チヤネ

ルの 「SI RF‐4CH」 を揃えている。

― ‐ PartiNo‐ I SShemle‐

AADC― Ml 口6 P h  F B C A、 1 2 X 1 2 m m、 0申 Now

XXXX Jl= 2%pin FB6A、 16X16nlnl、0 8mmPi【4ど三40～8S℃ TBD

よ、開発検富i中である注11このLSi

Fctlnts‐ A ‐ FPCA I |IRF IPI‐ C s t o n

802 1la IEEE W―LAN やVo116  1    A A At A

802 1lg IEEE Vヽ‐LAN Wolld    A A Aと A

802 16● IEEE W―LAN vヽ()おd    D D D C C

とli個 別ブロ′夕の回路IP
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)マグナデザインネットのダイパーラテ ィ構成

|
|

写真3 LSl製 品の外観

写真5 公 開デモシステム

|力通常の1アンテナ受信構成

写真4 公 開デモ受信映像

写真3は、当社のAADCの パ ッケーブの表裏である。

パ ッケージ外形は、176ピンFBCA、 外形サ イズ12×

12mm、 08mmボ ールピンピッチである。

写真4、写真5は、2006年4月のワイヤレステクノロジ
ーバークでのデモショーの一,Jである.写 真4の左側モ

ニタは従来システムでの映像であ り、右側は当社AADC

を使用 したシステムでの映像である。当社のAADCを

使用 したシステムが格段に鮮明な映像を映 し出し、電

波受信感度が高性能であることを意味 している。写真5

は、デモ用のシステムでLSIのシステムボー トとチュー

ナボー ドである.

図1は、当社のダイバーシティ構成である。放送信号

のアナログ電渡が複数アンテナで受信され、個々のチ

ューすを介して、AADCで 合成処理される。AADCは 、

アダプテイブ指向性制御を行い、最適な電波信号 を校

出 して、その合成処理信号 をoFDM復 調器 に送 る.

OFDM復 調器でデジタル信号に再生され、画像再生用
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図1 地 上デジタル枚送の受信機構成

MPEGデ コーダで処理され、映像が出力される。

AADCは 、4入力仕様 と2入力仕様の動作機能があり、

フルセグ高画像ハ イビジョン受信対応でかつ車載品質

の高性能版である。AADCお よびMMCDは 、双方とも

独自の高性能アルゴリズムを採用 し、特に高速移動体

や電波の悪環境下での受信性能を最大限に引 きLtデる

特徴を有 している。

当社で実施 した市街地や郊外および高速道路での移

動実験では、通常の1アンテナ受信構成に比べて、格段

に受信性能が向上するという結果を得ている。

33 無 線LAN関 連の対応

表4に当社の無線LANtti室の対応一覧を示す.IEEE

802 1laおよ0 EヽEE802 1lg(802 1lbを含まない)に つ

いては、研究開発を完了 し、それらのlP、FPGA/RFシ

ステムボー ド、カスタム設計の提供を開始 している。

また、次世代無線LANの IEEE802 16cを研究開発中で

ある.



■第5章マグナデザイ|ンネウートのlPプラステムLSi/システム電ぶ

4 お わ りに

以上、マグナデザインネットの製品概略を紹介 した。

当社は、創業以来、デジタル通信用LSIに関連 して不可

欠な各種IP、カスタム設計、システムボー ド、LSI製品

を市場に提供 し続けている。

今後は、国内地上デジタル放送関連のoFDM製 品に

加えて、ダイバーシティ関連の製品とモジュールを含

めたシステムのラインナップ拡充を図る。さらに、海

タト方式地上デジタル関連の製品開発および研究開発中

である次世代無線LANの IEEE802 16cの製品化を進めて

いく計画である。

当社は、次世代デジタル通信用LSIの高性能化 多 機

能化を実現するために必要なIP、カスタム設計、シス

テムボード、LSIを精力的に開発し、業界での最高性能

を実現 した各種製品を維続 して市場に提供していく所

存である。マグナデザインネットのホームベージhttpツ/

www MagnaDesignNet comも 参照されたい。
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